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１．学習目標 ～生物の生産過程の学習～ 
 「Ｃ 生物の育成に関する技術」は，たとえば，農

作物の栽培ならば，収穫できればよしとする学習に陥

りがちである。だが，自然や生物の育成とは縁遠い都

会の学校の生徒には，ぜひその生産の過程（生産技術）

を長期的に学ばせたいと思う。 
 Ｃの授業は，１年間に５回程度，短期間に集中し，

容易に結果が出せるキット化された授業内容や教材で

学習を展開することも考えられる。しかし，短期集中

型の授業は，黙っていても誰もが同じような結果を得

られる学習になりがちである。学習のはじまり（たと

えば作物の植え付け）とおわり（たとえば作物の収穫）

までの過程で，どんな技術によって生物が成長・変化

し，どんな技術がその生物の生産にとって重要だった

か，という部分があいまいなまま学習を終えてしまう

可能性もある。もちろん，収穫は大切であるが，Ｃの

授業では，むしろ，なぜ収穫（生産）できたのか，そ

の生産過程と技術を，時間をかけて学ばせることが重

要なのではないだろうか。 
 そこで，支援教具としてインターネット・ライブカ

メラを活用し，たとえば，1 時間の授業のうち，15分

程度を「Ｃ 生物の育成に関する技術」の実習や観察・

記録にあて，残りの時間は「Ｄ 情報に関する技術」

を学習する，といった計画をたて，生物の生産過程を

長期的に学習する授業展開を提案する。 
２．学習内容と展開 ～長期間の比較観察学習～ 

 生物の生産技術を理解しやすくする工夫として，同

一の農作物を，条件等をかえて半年程度栽培し，最終

的に収穫にどのような違いが

あるかを比較検討する学習内

容を提案したい。 
 長期にわたって農作物が成

長していく様子は，インター

ネット・ライブカメラを活用

して観察・記録する。 
 具体的には，以下のような

学習内容である。 
（１）育成技術が収穫（生産）に及ぼす影響を理解す

るために，露地栽培，施設栽培など異なる環境（た

とえば農場と学校・教室など）で同一の作物（大根

等）を栽培する。 
（２）それぞれ肥料，農薬，水やり，手入れや間引き

の有無など育成条件をかえて栽培する。ただし，条

件は変えても，植え付けや種まき，収穫の時期は同

時期とする。 
（３）収穫までは，毎授業，短時間でも実習作業や比

較観察を行う（班活動などにより役割分担する）。 
（４）生物育成観察用のライブカメラを設置し，育成

状態（写真等）を定期的に自動記録しておく。記録

は授業で生徒に配布し，情報（育成状態）の共有を

図る。また，記録を生物育成ポートフォリオとして

各自蓄積する。 
（５）最終的に，それぞれのやり方で育成した場合に，

収穫（生産性）に違いがでたか，出たとすれば何が

原因だったかを検討する。 

関東をもっと好きになる！  技術分野の実践例・授業提案  

生物の生産過程を長期的に学習する 
<生物育成観察ライブカメラの活用> 

＜「Ｃ 生物の育成に関する技術」の学習にライブカメラを活用する＞ 

 生物の育成に関する技術を長期にわたって学習するために，インターネット・ライブカメラを活用

する。現代のライブカメラはコストパフォーマンスに優れ，その設置，運用も容易である。カメラ機

能は非常に高性能で，高解像度の写真により，農作物の成長を記録しておくことが可能である。 
 農作物の生産にとって，育成状態や天候，気温といった育成環境などの「情報」は非常に重要であ

る。こうした情報の分析によって，学ぶべき生物の生産技術とはどんなものかが見えてくる。 
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３．支援教具～インターネット・ライブカメラ～ 

 現在，インターネット・ライブカメラ（通称ウェブ

カメラ）のシステム

は非常に容易に設置

できる。以前ならば

電源確保のための特

別な工事やサーバ・

コンピュータの設

置・設定が必要であ

ったが，今では，ご

く一般的な LAN ケ

ーブルで電力をカメ

ラに直接供給する

PoE（IEEE802.3af
準 拠 Power over 

Ethernet）機器が数万円で購入でき，設置，運用，管

理を専門業者に委託しなくともすむ。LAN ケーブルは

理論上100メートルほど引き回せるため，農場や広場

等への設置が可能である。また，PoE に対応する高性

能の屋外用カメラも同様に数万円で購入できる。電源が

確保できるならば，無線 LAN 対応のライブカメラもあ

り，その場合，LAN ケーブルの引き回しは必要ない。 
 こうしたインターネ

ット・ライブカメラに

は，サーバ機能がつい

ており，コンピュータ

の特別な知識がなくと

も，ウェブブラウザさ

えあれば，すぐにでも運用が可能である。動画や画像

の定期的な記録（毎日 1 時間ごとなど）やモーション

センサーによる動画像の自動記録等もでき，ハイビジ

ョンなみの解像度で，日中のみならず夜間でも農作物の

葉が揺れる様子まで観察できる。 
４．効果と課題 ～学習に必要な情報～ 

 インターネット・ライブカメラを活用すると，授業

外の時間や夏休みなど

の長期休暇中でも，育

成している生物の成長

の様子を写真や動画像

で記録できる。授業と

授業の間隔が長くあい

てしまう場合にも，授

業に連続性を持たせる

ことができるだろう。

また，遠隔地にある農

場などにカメラを設置

すれば，学校や自宅か

ら，24時間いつでも農

場の様子を観察できる。 
 農作物の生産過程を

観察・記録し，育成技

術を学ぶ上では，「情

報」が非常に重要である。観察や記録から得られた情報の

分析をしてこそ，技術を知り，技術を評価し，活用するこ

とができる。露地栽培であれば，温度，湿度，天候，日の

出と日没時刻などは分析するべき情報であるだろう。 
 しかし，ライブカメラでは，作物の状態や天候を写

真でしか記録できない（時刻は記録される）。気温，湿

度，風速などの具体的な数値はわからないため，本当

の意味での生物育成観察機器とは呼べない。気温や湿

度など作物の育成に関わる情報を，映像や写真と同時

に記録できるような仕組み作りが課題である。 

 
○「お茶の水女子大学附属中学校 生物育成観察ライブカメラ」 http://live.sien-kyoiku.net/ 
【ライブカメラ費用】屋外用サーバ機能付き PoE 対応カメラ５万円～，PoE 対応ハブ１万円～，避雷器１万円程度，LAN
ケーブル(100m)７千円程度，プロバイダ契約（固定 IP アドレス１つ）２千円/月程度 

参考文献・参考Ｗｅｂページなど 

東京都 
３ 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /Unknown

  /Description <<
    /FRA <>
    /ENU (Use these settings to create PDF documents with higher image resolution for improved printing quality. The PDF documents can be opened with Acrobat and Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF3053306e8a2d5b9a306f30019ad889e350cf5ea6753b50cf3092542b308000200050004400460020658766f830924f5c62103059308b3068304d306b4f7f75283057307e30593002537052376642306e753b8cea3092670059279650306b4fdd306430533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103057305f00200050004400460020658766f8306f0020004100630072006f0062006100740020304a30883073002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d30678868793a3067304d307e30593002>
    /DEU <>
    /PTB <>
    /DAN <>
    /NLD <>
    /ESP <>
    /SUO <>
    /ITA <>
    /NOR <>
    /SVE <>
    /KOR <FEFFd5a5c0c1b41c0020c778c1c40020d488c9c8c7440020c5bbae300020c704d5740020ace0d574c0c1b3c4c7580020c774bbf8c9c0b97c0020c0acc6a9d558c5ec00200050004400460020bb38c11cb97c0020b9ccb4e4b824ba740020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c2edc2dcc624002e0020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b9ccb4e000200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe7f6e521b5efa76840020005000440046002065876863ff0c5c065305542b66f49ad8768456fe50cf52068fa87387ff0c4ee563d09ad8625353708d2891cf30028be5002000500044004600206587686353ef4ee54f7f752800200020004100630072006f00620061007400204e0e002000520065006100640065007200200035002e00300020548c66f49ad87248672c62535f003002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d5b9a5efa7acb76840020005000440046002065874ef65305542b8f039ad876845f7150cf89e367905ea6ff0c4fbf65bc63d066075217537054c18cea3002005000440046002065874ef653ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000520065006100640065007200200035002e0030002053ca66f465b07248672c4f86958b555f3002>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


